
平成 1 6 年 保 育 士試 験 問題
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(選択式 10問 )

注 意 事 項

1 指示があるまで開かないこと。

2 解答用紙について

(1)鉛 筆 (HB又 はB)を 使用し、濃く、はっきりとマークすること。

(2)受 験番号 ・氏名 (漢字 ・カナ)・ 生年月日を記入し、受験番号が正しくマーク

されているか確認すること。 (正しくマークされない場合、採点されないことが

あります)

(3)各 間に対し、 2つ以上解答したときは誤りとする。

(4)解 答は次の例にならつてマーク (記入)す ること。

(例)問 5の解答が、 3で あれば解答用紙を

問5 ①④ ● ④ ③ すクすること。

良い熔伽…● 篠くマークすること。はみだし腕斜

悪い解答の例 … 〈婁 ② O O 題 解 答したことにならない

(5)答 えを修正した場合は、必ず 「消しゴム」であとが残らないよう完全に消すこと。

(6)解 答用紙は、折り曲げたリメモやチェック等で汚したりしないよう注意すること。



問 1 次の記述のうち、適切な記述を一つ選びなさい。

1 子どもにみられる心因性障害の主な原因は、母親の不適切な養育行動である。

2 家族システムは、夫婦関係、親子関係、きょうだい関係の 3つ のサブシステムから構

成されるが、これらのシステムの間の影響の仕方は変わりにくいものである。

3 最近の若い夫婦の共働きの家庭では、家事や育児の分担は夫婦で均等にするようにな

った。

4 最近の合計特殊出生率低下の原因は、未婚率の上昇、産育コス トの増大、社会的支援

システムの未整備など、複合的である。

5 人の顔に対する乳児の注視行動の発達傾向は、最初は目や口・鼻などの内部に向けら

れ次第に輪郭に向けられる。

問 2 吃警についての記述である。適切な記述を
一つ選びなさい。

1 乳幼児期に始まり、おとなになつても終生続く。

2 場面によつて症状が悪化する。

3 養育者が、よく気をつけて頻繁に注意すると早く治る。

4 最初の 1音節を反復するもののみをいう。

5 顔面や他の身体部分の不随意運動を伴っているのは含まない。
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問 3 小児 自閉症についての記述である。適切な記述の組み合わせを一つ選びなさい。

A 広汎性発達障害に含まれる。

B 中枢神経系の成熟の障害と密接に関連 している。

C 両親の養育態度の問題が主な原因である。

D 3歳 までの精神発達には問題がない。

E 日課を変えることを嫌がる。

(組み合わせ)

l A B C

2 A B E

3 AD E

4 B C D

5 C D E

問 4 夜驚症 (睡眠時驚愕障害)に ついての記述である。適切な記述の組み合わせを
一つ

選びなさい。

A 早朝のレム (REM)睡眠時におこる。

B エピソー ドの中、家族が抱きしめ優 しく話 しかけると、す ぐに落ち着く。

C 睡眠中にベ ンドから起きあがって歩き回 り、 うつろな表情をしている。

D 夢の詳 しい内容が想起できず、エピソー ドについて健忘がある。

E 強い恐怖 と、心悸克進、呼吸促迫、発汗などの自律神経系緊張の症状がみられる。

(組み合わせ)

l A B

2 A E

3 B C

4 C D

5 D E
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